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ワンちゃん

ロシアンブルー

障
が
い
者
ア
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
個
展
か
ら

〜 

癒
し
の
動
物
を
描
く 

〜 

　  

ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
の
・
の

　

６
年
前
か
ら
絵
画
教
室
に
通
い
始
め
、

絵
を
描
く
こ
と
の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し

た
。
特
に
、
犬
、
猫
は
大
好
き
で
い
っ
ぱ

い
描
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
見
た
こ
と

も
な
い
よ
う
な
動
物
を
図
鑑
を
見
な
が

ら
描
き
ま
す
。

　

絵
の
中
の
動
物
た
ち
は
、
優
し
か
っ
た

り
お
茶
目
だ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
い
た
ず

ら
っ
子
や
憂う
れ
い
た
表
情
の
子
が
い
た
り
…
。

あ
れ
？！
ど
こ
か
で
見
た
こ
と
が
あ
る
よ

う
な
、
周
り
に
い
る
誰
か
さ
ん
み
た
い
に

も
見
え
て
き
ま
す
。

　

彼
女
が
描
い
た
動
物
た
ち
の
絵
に
は
、

こ
の
地
球
で
と
も
に
生
き
て
い
る
命
だ

か
ら
こ
そ
、
み
ん
な
が
仲
良
く
共
存
で
き

れ
ば
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

絵
に
出
会
え
た
こ
と
は
本
当
に
幸
せ

な
こ
と
。
彼
女
の
人
生
を
支
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。

（「
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ
の
・
の
」
の
母
よ
り
）
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６
月
19
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
第

３
８
４
回
愛
媛
県
議
会
定
例
会
は
、
最
終
日

の
７
月
７
日
に
25
議
案
を
原
案
可
決
し
て
終

了
し
ま
し
た
。
可
決
議
案
の
内
訳
は
、
条
例

９
、
予
算
１
、
人
事
２
、
決
議
１
、
意
見
書
２
、

そ
の
他
10
。
そ
の
ほ
か
に
９
件
の
報
告
事
項

が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
農
林
水
産
物
へ
の

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
活
用
を
推
進
し
な
い
よ
う

求
め
る
請
願
な
ど
６
件
を
不
採
択
と
し
ま

し
た
。

　

改
選
後
最
初
の
定
例
議
会
と
な
る
今
議

会
で
は
、５
月
に
構
成
の
決
ま
っ
た
４
会
派
の

代
表
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
理
事
者
と
向
き

合
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、

７
月
17
日
付
け
で
退
任
す
る

八
矢
副
知
事
が
登
壇
。
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
な
ど
を
振

り
返
り
「
チ
ー
ム
愛
媛
の
力

を
結
集
し
て
、
県
民
の
希
望

が
か
な
い
、
愛
媛
が
ま
す
ま

す
輝
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」

と
愛
媛
県
へ
の
思
い
と
エ
ー
ル

を
込
め
た
退
任
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

可
決
し
た
議
案
の
概
要

は
、次
の
と
お
り
で
す
。

1 

条
例

　

新
規
の
条
例
制
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
感

染
症
に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、
同
感
染
症

防
疫
作
業
の
特
殊
勤
務
手
当
を
廃
止
す
る

な
ど
条
例
改
正
９
件
で
す
。

2 

予
算

　
一般
会
計
３
１
４
億
80
万
円
の
増
額
補
正

で
す
。
子
育
て
支
援
や
物
価
高
騰
への
対
応

が
柱
と
な
って
い
ま
す
。
概
要
は
、次
の
と
お

り
で
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格・物
価
高
騰
へ
の
対
応

２
１
１
億
３
，４
４
０
万
円

１ 

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援

 

6
億
８
，４
２
２
万
円

　

①
国
の
支
援
対
象
と
な
って
い
な
い
た
め
、

経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
に
加
え
、
②
出
産
・
子
育
て
に

伴
い
、
就
労
に
よ
る
収
入
が
得
ら
れ
に
く
い

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
県
独
自
で
生
活
応

援
給
付
金
を
支
給
す
る
。（
①
、②
は
併
給
可
）

2 �

医
療
・
福
祉
施
設
や
事
業
者
等
へ
の
支
援

２
０
４
億
５
，０
１
８
万
円

（
１
）�医
療
・
福
祉
施
設
食
材
費
高
騰
対
策

応
援
事
業

2
億
８
，７
４
７
万
円

（
２
）�中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付
金（
緊
急

経
済
対
策
特
別
支
援
資
金
・
伴
走
支

援
枠
）

１
８
５
億
２
，０
０
０
万
円

（
３
）�農
業
水
利
施
設
電
気
料
金
支
援
事
業

２
，１
０
０
万
円

　

土
地
改
良
区
や
土
地
改
良
区
連
合

が
、
所
有
、
管
理
す
る
農
業
水
利
施

設
の
電
気
料
金
高
騰
分
の
10
分
の
７

を
補
助

（
４
）�林
業
・
木
材
産
業
効
率
化
支
援
事
業

３
，０
０
０
万
円

　

林
業
事
業
体
や
製
材
業
者
の
高
効

率
型
機
械
・
設
備
等
の
導
入
や
改
修

に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
補
助

（
上
限
２
５
０
万
円
）な
ど

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
交
流・関
係

人
口
の
拡
大 　

  　

2
億
９
，７
９
３
万
円

1 

え
ひ
め
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業

２
，５
９
４
万
円

　

令
和
７
年
度
の「
と
べ
も
り
」（
注
1
）

を
拠
点
と
し
た
芸
術
祭
の
開
催
を
目
指

し
、
東
京
藝
術
大
学
と
の
包
括
連
携
協

定（
注
2
）に
基
づ
き
、
地
域
と
ア
ー
ト
と

を
つ
な
ぐ
人
材
の
発
掘
・
育
成
な
ど
、
文

化
・
芸
術
の
力
を
活
用
し
た「
え
ひ
め

ア
ー
ト
プ
ロ
ジェク
ト
」
を
推
進
す
る
。

愛
媛
県
議
会
定
例
会（
令
和
５
年
６
月
）の
概
要

エネルギー価格・物価高騰への対応 211億 3,440万円
1 子育て世帯への支援 6億 8,422万円
2 医療・福祉施設や事業者等への支援 204億 5,018万円
アフターコロナを見据えた交流・関係人口の拡大 2億 9,793万円
1 えひめアートプロジェクト推進事業 2,594万円
2 若者参画型地域づくり推進事業 2,200万円

など
防災・減災対策の推進 91億 9,405万円
重要課題への対応強化 7億 7,442万円
1 県立学校振興計画の推進 3,327万円
2 県立学校振興計画校舎等整備事業 1億    785万円

など

図表１　６月補正予算案の概要
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注
1�
：�

こ
ど
も
の
城
、
と
べ
動
物
園
、
総
合
運

動
公
園
の
エ
リ
ア
全
体
の
通
称
。
ロ
ゴ

マ
ー
ク
、
共
通
活
動
テ
ー
マ
を
設
定
し

て 

一体
的
な
魅
力
発
信
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

注
2
：
令
和
５
年
1
月
締
結

２ 

若
者
参
画
型
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

２
，
２
０
０
万
円

　

デ
ザ
イ
ン
を
切
り
口
に
、
第
一
線
で
活

躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
ク
リ
エ
イ
タ
ー

を
招
へい
し
、
県
内
の
若
者
と
の
交
流
を

図
る
ト
ー
ク
イ
ベン
ト
や
３
D
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
グ
ラ
フ
ィッ
ク
ス
講
座
な
ど
、
参
画
型
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
イ
ベン
ト
を
開
催

す
る
。
開
催
日
は
、11
月
11
日（
土
）の
前

後
１
週
間
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

防
災・減
災
対
策
の
推
進91

億
９
，４
０
５
万
円

１ �

道
路
整
備
や
橋
り
ょ
う
の
老
朽
化
対

策
、
河
川
の
改
修
な
ど
土
木
施
設
の
防

災
・
減
災
対
策 　

86
億
４
，１
４
７
万
円

２ �

森
林
整
備
や
林
道
開
設
等
に
よ
る
基
盤

整
備　
　
　
　

   

5
億
５
，２
５
８
万
円

重
要
課
題
へ
の
対
応

7
億
７
，４
４
２
万
円

１ 

県
立
学
校
振
興
計
画
の
推
進

３
，
３
２
７
万
円

　

統
合
等
を
検
討
し
て
い
る
ま
と
ま
り
ご

と
の
準
備
委
員
会
で
、
新
校
及
び
新
学
科
・

コ
ー
ス
の
実
務
的
な
部
分
を
検
討
す
る
ほ

か
、カ
リ
キ
ュラ
ム
の
研
究
や
教
材
の
開
発
、

職
業・学
科
横
断
的
学
習
の
効
果
の
理
解
促

進
な
ど
計
画
の
３
本
柱
実
現
に
向
け
て
取

り
組
む
。
前
期
計
画
で
新
し
く
設
置
す
る

学
校（
新
学
科
・
コ
ー
ス
を
含
む
）は
、図
表

２
の
と
お
り
。

２ 

県
立
学
校
振
興
計
画
校
舎
等
整
備
事
業

　

1
億
７
８
５
万
円

　

計
画
に
基
づ
き
新
た
に
設
置
す
る
学
科

や
コ
ー
ス
等
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
校
舎
の

新
設
や
教
室
の
整
備
等
に
着
手
す
る
。
施

設
整
備
の
状
況
は
、図
表
３
の
と
お
り
。

松山南砥部

図表2　前期計画で新しく設置する学校（新学科・コース等を含む）※下線は統合してできる学校

図表3　県立学校振興計画 施設整備状況
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令和22（2040）年までに3年以上の健康寿命の延伸、循環器
病の年齢調整死亡率（注3）の減少 

3 
人
事

【
県
人
事
委
員
】

　

安
藤 

潔
氏（
59
歳
）を
再
任
。
任
期
は
７

月
13
日
か
ら
４
年
間
。

【
県
公
安
委
員
】

　

曽
我
部
謙
一氏（
71
歳
）の
後
任
と
し
て
小

野
雄
史
氏（
61
歳
）を
新
任
。
任
期
は
７
月

13
日
か
ら
３
年
間
。

4 

決
議
（
２
件
）

　

①
地
方
創
生
・
産
業
振
興
対
策 

②
防
災

減
災
・エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策 

③
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
化
対
策 

④
Ｄ
Ｘ
推
進
対
策
の
４
特
別

委
員
会
の
設
置
を
決
め
ま
し
た
。
私
は
、
人

口
減
少
・
少
子
高
齢
化
対
策
に
所
属
し
ま
す
。

5 

意
見
書
（
１
件
）

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
及
び
定
期

接
種
化
や
、
特
別
支
援
学
校
・
学
級
への
教

員
等
適
正
配
置
を
国
に
求
め
る
意
見
書
を

採
択
し
ま
し
た
。

6 

そ
の
他
（
10
件
）

（
１
）財
産
の
取
得

今
治
工
業
高
校
に
実
習
用
旋
盤
10
式

（
７
，５
０
４
万
円
）購
入
。

（
2
）�県
営
土
地
改
良
事
業
な
ど
の
地
元
負

担
額
に
関
す
る
こ
と
７
件

（
3
）�子
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
児
童
・
思
春
期

病
棟
新
築
工
事
の
請
負
契
約

請
負
額
8
億
９
，１
０
０
万
円
。
施
工

場
所　

東
温
市
田
窪

請
負
人　

富
士
・
杉
野
・
松
山
共
同

企
業
体

（
4
）�令
和
３
年
８
月
に
久
万
川
に
お
け

る
地
盤
沈
下
に
よ
っ
て
生
じ
た
近
隣

民
家
の
損
害
に
対
す
る
損
害
賠
償
額

（
１
１
０
万
円
）決
定
の
専
決
処
分

7 

報
告

　

理
事
者
か
ら
次
の
と
お
り
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

①�

令
和
４
年
度
一般
会
計
予
算
の
繰
越
（
７

２
４
億
１
，８
３
３
万
円
）及
び
事
故
繰
越

（
36
億
５
，４
０
４
万
円
）

②�

令
和
４
年
度
公
共
用
地
整
備
事
業
特
別

会
計
の
繰
越（
1
億
３
，７
２
１
万
円
）

③�

令
和
４
年
度
公
営
企
業（
電
気
事
業（
９

４
５
万
円
）、工
業
用
水
事
業（
４
，８
４
９

万
円
）、病
院
事
業（
７
，２
７
８
万
円
））

の
繰
越

④�

自
動
車
交
通
事
故（
３
件
）の
補
償
総
額

（
98
万
２
，４
１
３
円
）

中村知事から監査委員の委嘱状を手渡されました。

臨
時
議
会

 　

６
月
定
例
議
会
に
先
立
って
、５
月
11
日

に
臨
時
議
会
を
開
催
し
、
正
副
議
長
の
選

任
な
ど
議
会
内
の
役
員
人
事
を
決
め
ま
し

た
。
議
長
は
高
山
康
人
氏（
自
民
党
、宇
和

島
市・北
宇
和
郡
区
、６
期
）、副
議
長
は
福

羅
浩
一氏（
自
民
党
、今
治
市
・
越
智
郡
区
、

５
期
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
、
議
会

か
ら
選
出
さ
れ
る
監
査
委
員
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
常
任
委
員
会
は
、
環
境
福
祉
委

員
会
に
所
属
し
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
31
億 

４
，７
７
０
万
円
）な
ど
の
専
決

処
分
３
件
を
承
認
し
ま
し
た
。

愛媛県の循環器病（脳卒中や心血管疾患）
対策と目標

目標

健康寿命
男性 71.50歳 →74.50歳以上
女性 74.58歳 →77.58歳以上
年齢調整死亡率
脳卒中（脳血管疾患）男性 38.6（全国29位） →26.4
脳卒中（脳血管疾患）女性 20.0（全国18位） →16.6
心血管疾患 男性 80.3（全国ワースト3位）→65.4
心血管疾患 女性 42.8（全国ワースト1位）→34.2

注３：�年齢構成を基に調整された死亡
率。異なる集団どうしで死亡率
を比較する際に用いる。

1 健康寿命は、男性全国ワースト2位（71.50歳）
　　　　　　  女性全国ワースト4位（74.58歳）
2 死亡原因は、循環器病が第1位で26％
3 心血管疾患の死亡率は、全国ワースト2位
4 医療費は、循環器病が最も多く17.8％	

5 高血圧は、男性の収縮期血圧が全国ワースト8位

愛媛県の状況

（R元（2019）年）
（R2（2020）年）
（R2（2020）年）
（H29（2017）年）
（H27（2015）年）
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日
雑
日
感

県
議
会
内
の
会
派

自
民
党
と
志
士
の
会
が
合
流
し
、

新
「
自
民
党
」
に

　

４
月
に
実
施
さ
れ
た
県
議
選
挙
の
結
果

を
受
け
て
、
県
議
会
内
の
新
し
い
会
派
構
成

が
５
月
１
日
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

自
民
党
と
志
士
の
会
が一本
化
し
新
会
派

「
自
民
党
」（
31
人
）が
誕
生
。
私
も
新
自

民
党
に
所
属
し
ま
す
。
議
会
運
営
への
関
与

や
代
表
質
問
が
で
き
る
交
渉
会
派（
３
人

以
上
）は
、
自
民
党
の
ほ
か「
愛
媛
維
新
の

会
」（
４
人
）、「
公
明
党
」（
３
人
）、「
リ
ベラ

ル
愛
媛
」（
３
人
）の
計
４
会
派
で
す
。

　

改
選
前
の
事
成
会（
2
人
）は
解
消
さ

れ
、
所
属
し
て
い
た
１
人
が「
日
本
維
新
の

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か「
共

産
党
」（
1
人
）、「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
民
の
窓
」

（
1
人
）、
会
派
に
所
属
せ
ず
活
動
す
る
議

員
は
３
人
で
す
。

講演の様子。スクリーンの左側が渡辺清一さん

愛媛県動物愛護センターの取り組みは、
DAYSJAPAN2008（平成20）年６月号に載り、
世界に発信されました。

県議会の会派勢力　　　

定数 47

自民党　31

愛媛維新の会　4

公明党　3

リベラル愛媛　3

無会派　3日本維新の会 1
ネットワーク市民の窓 1

共産党 1

ペッ
ト
を
飼
う
方
が
多
く

な
っ
た
の
は
、い
つ
頃
か
ら

で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
家

族
の
よ
う
に
大
切
に
し
て
い
ま
す
。一方
で

「
愛
媛
県
は
、
犬
猫
の
殺
処
分
が
多
い
」

と
いっ
た
声
を
聞
き
ま
す
。
確
か
に
そ
の

と
お
り
で
す
。
し
か
し
、そ
の
責
任
を一方

的
に
県
や
町
に
向
け
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か

▼
県
政
活
動
レ
ポ
ー
ト
19
号（
令
和
２
年

３
月
発
行
）で「
命
の
も
の
さ
し
」（
今
西

乃
子
著
）
と
い
う
本
を
紹
介
し
ま
し
た
。

元
愛
媛
県
職
員
の
獣
医
師

渡
辺
清
一さ
ん
を
主
人
公
に
、

動
物
福
祉
に
軸
足
を
置
い
て

書
か
れ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
す
。
公
務
員
獣
医
師
と
し

て
、
野
犬
の
捕
獲
、
処
分
の

現
場
を
体
験
し
、
県
動
物
愛

護
セ
ン
タ
ー
長
や
と
べ
動
物

園
長
を
務
め
た
渡
辺
さ
ん
。
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
で
は
、マ
ス
コ
ミ
に
処
分
施
設
を
公

開
す
る
な
ど
勇
気
の
い
る
決
断
を
下
し
て

い
ま
す
▼
現
在
、
動
物
愛
護
法
も
改
正
さ

れ
、
動
物
の
取
り
扱
い
も
変
わ
って
き
ま
し

た
。
殺
処
分
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
反

面
引
取
制
度
の
運
用
が
厳
格
に
な
り
地
域

に
よ
って
は
野
良
猫
が
増
え
て
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
無
責
任
な
餌
や
り
な
ど
、
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
▼
様
々
な

命
と
ど
う
向
き
合
って
い
く
の
か
。
前
々
か

ら
渡
辺
さ
ん
の
足
跡
を
、大
勢
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
５
月

30
日
、ご
縁
が
あ
って
あ
か
が
ね
区
集
会
所

に
渡
辺
清
一さ
ん
を
招
い
て
、
銅
い
き
い
き

サ
ロ
ン
の
皆
さ
ん
と
お
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。一つ
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
今
回
の
表
紙
は
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の・の
」

さ
ん
の
作
品
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ま
の
紹
介
文
に
も
あ
る
よ
う
に
、

動
物
た
ち
の
雰
囲
気
が
何
と
も
言
え
ま
せ

ん
。
作
品
と
の
出
会
い
は
、
障
が
い
者
ア
ー

ト
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
、開
催
し
た〝
の
・

の
〟さ
ん
の
作
品
展
で
す
。
愛
媛
県
身
体

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
館
内
で
、５
月
17

日
か
ら
開
催
し
て
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー

か
ら
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
お
母
さ
ま
を

紹
介
し
て
も
ら
い
、
作
品
使
用
の
許
可
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
、
芸
術
文

化
活
動
を
行
う
障
が
い
者
本
人
や
そ
の
家

族
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
支
援

団
体
等
に
対
す
る
支
援
を
総
合
的
に
行

う
地
域
の
拠
点
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
充
実

し
た
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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晴走雨読私の本棚

せ そ ど
い うう く

　

２
０
２
３（
令
和
５
）
年
度
の
国
家
予
算
は
３

月
28
日
に
政
府
案
ど
お
り
成
立
し
ま
し
た
。
総
額

１
１
４
兆
４
千
億
円
。
予
算
規
模
は
、
11
年
連
続
で
過

去
最
大
を
更
新
。
税
収
は
堅
調
な
企
業
業
績
な
ど
を

背
景
に
69
兆
４
億
円
と
過
去
最
高
を
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、
増
収
以
上
に
歳
出
の
伸
び
が
大
き
く
、
相
変
わ

ら
ず
の
赤
字
体
質
で
す
。
膨
ら
み
続
け
る
債
務
残
高
。

こ
こ
に
私
た
ち
が
持
つ
不
安
の
根
源
が
り
ま
す
。

　

２
０
１
２（
平
成
24
）年
、
政
権
与
党
の
民
主
党
と

野
党
だ
っ
た
自
民
、
公
明
の
３
党
は
、
社
会
保
障
制
度

の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
、
消
費
税
増
税
を

柱
と
し
た「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」に
合
意
し
ま

す
。
今
、
私
た
ち
が
負
担
し
て
い
る
消
費
税
10
％
は
、

使
途
が
多
少
変
わ
り
ま
し
た
が
こ
の
合
意
に
基
づ
き

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、（
財
務
省
大
臣
）
官
房

長
と
し
て
、
三
党
合
意
に
奔
走
し
た
財
務
官
僚
が
こ

こ
に
紹
介
す
る
香
川
俊
介
さ
ん
で
す
。
消
費
税
は
、
あ

り
が
た
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
税
が
な

け
れ
ば
国
の
信
用
は
、
そ
し
て
、

私
た
ち
の
社
会
は
ど
う
な
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
か
。〝
追
悼
文

集
〟
と
あ
る
よ
う
に
香
川
さ
ん

は
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
８

月
、
食
道
が
ん
の
た
め
58
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
事
務
次

官
退
任
か
ら
１
か
月
後
の
こ
と

で
し
た
。

　

香
川
さ
ん
は
、２
０
１
４（
平
成
26
）
年
７
月
に
財
務

事
務
次
官
に
就
任
し
ま
す
が
、
既
に
身
体
は
が
ん
に
侵

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
政
府
は
消
費
税
率
10
％

の
延
期
に
向
け
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
香
川
さ
ん
は
、
政

権
の
意
向
に
反
し
消
費
増
税
を
予
定
通
り
実
施
す
る
よ

う
に
、
独
自
で
根
回
し
を
進
め
ま
す
。
こ
の「
レ
ジ
ス
タ
ン

ス
」
は
、
当
然
、
政
府
に
も
聞
こ
え
ま
す
。
当
時
の（
内

閣
）官
房
長
官
菅
義
偉
氏
は
、
香
川
事
務
次
官
を
官
邸

に
呼
び
、
増
税
延
期
を
言
い
渡
し
ま
す
。
そ
の
時
の
様

子
を「
香
川
は
つ
ら
か
っ
た
だ
ろ
う
け
ど
、『
長
官
、決
ま
っ

た
こ
と
に
は
必
ず
従
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
そ
う
し
て
き

ま
し
た
。
で
す
が
、
決
ま
る
ま
で
は
や
ら
せ
て
く
だ
さ
い
』

と
言
って
い
ま
し
た
。（
中
略
）香
川
の
責
任
感
に
は
す
さ

ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
」
と
、
追
悼
文
集
に
つ
づっ
て

い
ま
す
。
ま
さ
に
自
ら
の
命
を
削
る
よ
う
に
三
党
合
意

実
施
に
向
け
て
奔
走
し
て
い
ま
す
。
時
の
政
権
に
た
と

え
疎
ま
れ
よ
う
と
も
、「
将
来
世
代
の
た
め
の
消
費
増

税
」
を
説
い
た
官
僚
が
、こ
こ
に
い
ま
し
た
。

　

財
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
に

は
、「
国
の
信
用

を
守
り
、
希
望
あ

る
社
会
を
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
」

と
、
日
本
を
支
え

る
矜
持
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
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